
平成３０年度 第３回津有区地域協議会 
 

次  第 
 
日時：平成３０年６月１４日（木） 

午後６時３０分～ 

会場：ファームセンター 農事研修室 

１ 開 会 

 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

 

３ 議 題 

 

  (1) 地域活動支援事業の採択事業及び補助額の決定について 

 

 

  (2) 追加募集について 

 

 

４ その他（次回の開催日程について） 

 

 

 

５ 閉 会 



評価結果

公益性 必要性 実現性 参加性 発展性 計

○：13人 ○：13人 平均点 4.9 4.2 4.9 4.4 4.3 22.7

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5) 4,916,000
（最低点） (4) (4) (4) (3) (3)

○：13人 ○：13人 平均点 4.6 4.1 4.4 4.1 4.2 21.4

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5) 4,330,000
（最低点） (3) (3) (3) (3) (3)

○：12人 ○：12人 平均点 4.4 4.2 4.6 3.5 4.0 20.7

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5) 3,867,000
（最低点） (3) (4) (4) (3) (3)

○：13人 ○：13人 平均点 4.5 4.2 4.3 3.7 3.8 20.5

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5) 2,874,000
（最低点） (3) (3) (3) (3) (3)

○：13人 ○：13人 平均点 4.1 3.9 4.6 3.8 4.1 20.5

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5) 2,767,000
（最低点） (3) (3) (4) (3) (3)

○：13人 ○：13人 平均点 4.3 4.2 4.6 3.1 4.1 20.3

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5) 2,608,000
（最低点） (3) (3) (4) (1) (3)

○：13人 ○：13人 平均点 4.1 4.1 4.0 3.1 3.7 19.0

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5) 1,875,000
（最低点） (3) (3) (3) (2) (3)

○：12人 ○：12人 平均点 3.5 2.9 3.2 2.5 2.8 14.9

×：1人 ×：0人 （最高点） (5) (4) (5) (5) (5) 1,740,000
（最低点） (2) (2) (2) (1) (2)

合計 4,160,000 ※「津-5」は、提案代表者が委員のため、審査から外れています。

6 津-4

戸野目スポーツ少年団　団員による
地域スポーツ振興及び安全安心を
サポートする青少年健全育成事業

戸野目スポーツ
少年団

当区の地域活動資金の配分枠： 5,900千円

採択額

津-3

132,000

2 津-7

順位

事

業

番

号

8 津-1
健康体操による津有地区健康
増進事業

健康体操教室

4 津-8
若葉旗争奪野球大会第40回記
念事業

若葉クラブ

179,344 159,000

共通審査基準

津-6 津有地区地域づくり事業
津有地区地域づく
り協議会

公共花壇による高齢者の健康
増進と環境保全・まちつくり事
業

平成町松翠会 463,596 463,000

586,566 586,000

1,170,000 984,000

優先採択

方針

事業名 事業費 申請額提案団体名
基本審査

993,600 993,000

1

4

上雲寺小学校児童・地域住民
ふれあい事業

上雲寺小学校最
寄会

3 津-5

7 津-2
市道四辻町下池部線の防犯灯
設置事業

下池部町内会

291,840 135,000

小中学生通学道路の安全整備
事業

上雲寺小学校最
寄会

107,000

733,000 733,000

配分額残額

単位：円

【津有区】平成３０年度地域活動支援事業採点結果一覧表 資料１



平成 30 年度津有区地域活動支援事業 意見一覧 

 

■採点票の特記事項に記載された意見は下記のとおりです。 

事業

番号 
事業名 特記事項 

津-1 
健康体操による津有地区健

康増進事業 

・目指す姿も理解でき、津有地区公民館で行うことか

ら、津有区で新規会員を増やしたいことは理解でき

るが、会費の一部を負担するため、支援事業で行う

ことに疑問を感じる。会員を増やすためにお試し体

験以外で何か違うことにチャレンジするのであれ

ば賛同できる。 

・【不適合】今後、人員の増加が認められず、他の健

康体操との合併を考えてもらいたい。 

津-2 
市道四辻町下池部線の防犯

灯設置事業 

・一昨年までの街灯 LED 事業箇所から漏れた場所に

なる。地域の安全に関わることであるが、民家から

離れた箇所の設置であり、集落の裏側の道で他に迂

回路があるため、優先順位は高くないと感じる。津

有区全体で優先順位を検討すべき。 

・電柱のみ町内会で建て、その他は支援としてよい。 

 （これまでもそうしてきたと思うため。） 

津-3 
小中学生通学道路の安全整

備事業 

・地域の安全性に関わることなので必要性は十分に理

解する。安全に格差が生じてはならない。ただし、

通学で使用している人数を鑑み、優先順位等の客観

的な見方で決定していく必要があるので、地域全体

で洗い出しと優先順位を決めて対応すべき内容で

ある。 

津-4 

戸野目スポーツ少年団 団

員による地域スポーツ振興

と安全安心をサポートする

青少年健全育成事業 

・昨年度と同様に指導者向けの支出はやむを得ない

が、消耗品に対する支出は検討の余地がある。 

津-5 

公共花壇による高齢者の健

康増進と環境保全・まちつく

り事業 

・数回続く花壇の水確保の支援である。町の美化、景

観向上に寄与頂いているが、水を提供していただい

た企業が他へ移ったことから安全性を考慮した場

合、必要な事業と考える。 

 ※採点票の特記事項を原文のまま抜き出しています。 

資料 2 

裏面あり 



事業

番号 
事業名 特記事項 

津-6 津有地区地域づくり協議会 

・より多くの方から参加いただけるように、当団体の

活動を活発に行っていただきたい。コピー機の使用

に関し、ルールを設定し、適切に運用するようお願

いしたい。 

津-7 
上雲寺小学校児童・地域住民 

ふれあい事業 

・合計点数は高いものの、楽器修理以外は毎年事業と

して提案してきている内容であり、事業終了後の継

続性の観点で違和感を感じる。 

津-8 
若葉旗争奪野球大会第 40 回 

記念事業 

・後世に歴史を伝えることは大変重要である。ただし、

個人への無償配布を含んでおり、収支面で若干検討

の余地があるのではないか。 

 



平成 30 年度 津有区 地域活動支援事業の審査方法について 

 

○ 事業採択までの流れ 

①提案の取りまとめ ⇒ ②各委員へ事業提案書等を送付 ⇒ ③各委員が事業内容を確認 ⇒ 

④ヒアリングで疑問点等を解消（必要に応じて現場でのヒアリングを実施） ⇒ ⑤各委員が審査

（基本審査・採択方針適合性の判定、共通審査基準に基づく採点）し、結果を市へ報告 ⇒ ⑥結

果集計 ⇒ ⑦採択事業の決定（協議会開催） 

※網掛け部分は委員が行う作業 

 

○ 審査方法 

項目 内容 ３０年度の方針 

基本審査判定 

（○または×） 

地域活動支援事業の目的に適合しな

い事業とする基準 

（＝不採択の基準） 

委員の過半数が本事業の趣旨に適合

しないと判断する事業は不採択とする。 

※基本審査を不適合（×をつけた）とし

た委員の点数は0点として扱い、審査

に参加した委員で平均点を算出する。 

 

採択方針の適合性判定 

（○または×） 評価の低い事業とする基準 

※補助金を交付するため、一定の基準

を設ける 

 委員の過半数が採択方針の８つのテ

ーマのいずれにも適合しないと判断す

る事業。 

共通審査基準に基づく

採点 

（５点～１点） 

共通審査基準５項目のうち、１つでも

平均点が２点未満の事業。 

採択事業の決定等 

順位付けの方法 

「採択方針に適合すると判断され

た事業を共通審査基準の得点が高

い順」により行う。 

評価の低い事業の取扱い 

 事務局で順位付けを行わず、協議会で

採否を協議する。ただし、第１次順位の

下位に順位付け。 

その他 

委員が事業提案者の場合の 

当該事業の審査 

 委員が事業提案者となる場合は当該

事業に係る採点等の審査から除外 

審査・採択における委員の発言 
委員が提案者である場合は、地域協議会

の場での発言はできない。 

 

資料３ 



平成 30年度津有区地域活動支援事業 追加募集について 

 

■追加募集について 

  上越市地域活動支援事業費補助金では、採択金額が配分額（予算額）に達していない

場合に、追加募集を行うことができます。 

 

■当初募集との相違点 

項目 当初募集 追加募集（2次募集）※ 

募集期間 
4 月 2 日～4 月 27 日 

（26 日間） 

9 月 12 日～9 月 28 日 

（17 日間） 

事業実施期間 

（採択決定後から） 

9 か月 

（うち冬期間：3 か月） 

5 か月 

（うち冬期間：3 か月） 

配分額（予算額） 590 万円 174 万円 

自主的審議の協議期間 6 か月 4 か月 

審査方法 
ヒアリング後、 

次回の会議で審査 
ヒアリングと同日に審査 

  ※追加募集（2 次募集）は、裏面「2 次募集スケジュール（案）」の場合 

 

■メリット・デメリット 

 

■追加募集の実施について  

項目 内 容 

メリット 
・配分額の有効活用が可能となる。 

・地域課題の解決につながる。 

デメリット 

・事業実施期間が短いため、提案者の負担が増加する。 

・自主的審議の協議期間が短縮する。 

・事業提案が出てこない可能性がある。 

 →協議会委員による事業のＰＲが必要 

項目 内 容 

追加募集 実施する   ・   実施しない 

募集期間 裏面のとおり    ・   月  日 ～  月  日 

裏面あり 
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敬老の日

秋分の日 振替休日

体育の日

津有区地域活動支援事業　2次募集スケジュール（案）

９月 共生まちづくり課合議：7月23日（月）

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1

たより配布

（追加募集告知）

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

募集開始

（17日間）

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

募集締切

30 1 2 3 4 5 6

5 6

１０月

日 月 火 水 木

提案書送付 提案書到着

金 土

1 2 3 4

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2

募集期間

周知期間

募集期間

提案書の読み込み+仮採点

【津有⑥】ヒアリング+審査+採択（1日で）

第４回地域協議会で

日程を確定する

周知期間

募集期間


